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要保護、準要保護就学支援

経済的理由により就
学が困難と認められ
る児童・生徒の保護
者に対し、学用品や
給食費等の一部を支
援しました。

児童　1836万円
生徒　1696万円

町 民 文 化 ホ ー ル 工 事

経年劣化による外
壁改修および音響
設備の更新時期超
過による入替工事
を行いました。

外壁改修　　　7736万円
音響設備入替　2915万円

コロナ禍における生活や暮らしの給付金

コロナ禍で厳しい
状況にある世帯へ
の支援として、住
民非課税世帯等に
対して１世帯当た
り 10 万円を給付
しました。

２億7430万円

第３次地域福祉計画策定

地域共生社会の実
現に向けた地域づ
くりを軸に、第３
次地域福祉計画（４
年度～９年度）を
策定しました。

600万円

児童等見守り強化事業補助金

コロナ禍で児童虐待のリ
スクが高まる恐れがある
ことを踏まえ、民間事業
所の活動・関わりを通し
た子どもの見守り強化を
実施しました。

1125万円
西 高 田 線 街 路 事 業

町中心部および主要
地方道路長崎多良見
線の渋滞を緩和し、
適正な市街地形成を
図るため、本路線の
整備を行いました。

2億1666万円

生活と暮らしの支援強化
　
令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
を
９
月
６
日
か
ら
22
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
き
、
令
和
３
年

度
一
般
会
計
決
算
・
特
別
会
計
決
算
・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
24
議
案
に
つ
い

て
慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

歳出 152 億 4925 万円歳入 165 億 9577 万円

認 定
賛成12：反対2

注目事業ピックアップ

①

②

③
④
⑤
⑥
⑦

①

②

③
④
⑤
⑥

歳出　181億2493万円
①民　生　費　57億2706万円（31.6％）

②総　務　費　55億5191万円（30.6％）

③土　木　費　15億1902万円  （8.4％）

④教　育　費　14億8622万円  （8.2％）

⑤公　債　費　13億5575万円  （7.5％）

⑥衛　生　費　10億9986万円  （6.1％）

⑦そ　の　他　13億8510万円  （7.6％）

歳入　191億8491万円
①国庫支出金　73億0387万円（38.1％）

②町　　　税　46億5721万円（24.3％）

③地方交付税　21億9594万円（11.4％）

④県 支 出 金　11億6668万円  （6.1%）

⑤町　　　債　11億3622万円  （5.9%）

⑥そ　の　他　27億2500万円（14.2％）
※数字は端数を処理しています。

①

②

③
④
⑤
⑥

①

②

③

④
⑤
⑥

歳出　152億4925万円
①民　生　費　64億5063万円（42.3％）

②土　木　費　18億8126万円（12.3％）

③総　務　費　17億3998万円（11.4％）

④衛　生　費　13億7358万円  （9.0％）

⑤公　債　費　13億5647万円  （8.9％）

⑥教　育　費　13億2455万円  （8.7％）

⑦そ　の　他　11億2278万円  （7.4％）

歳入　165億9577万円
①町　　　税　46億1791万円（27.8％）

②国庫支出金　36億2125万円（21.8％）

③地方交付税　26億7655万円（16.1％）

④町　　　債　14億7564万円  （8.9%）

⑤県 支 出 金　13億3180万円  （8.0%）

⑥そ　の　他　28億7262万円（17.4％）
※数字は端数を処理しています。

⑦
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コロナ禍における町民への
令和３年度一般会計歳入歳出決算

生活と暮らしの支援強化

講
師
に
よ
る
対
面
の
研
修
で
は
な

く
、
会
社
か
ら
研
修
動
画
を
購
入

し
た
の
は
な
ぜ
か
。

毎
年
動
画
を
使
用
し
て
研
修
が
で

き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

イ
ノ
シ
シ
等
被
害
は
農
家
以
外
に

も
出
て
い
る
が
対
策
は
あ
る
の
か
。

要
件
を
満
た
せ
ば
、
農
家
以
外
で

も
資
材
の
貸
与
を
行
っ
て
い
る
。

ＱＡＱＱＡ

高
田
保
育
所
の
看
護
師
を
雇
用
し

た
理
由
は
何
か
。

医
療
的
ケ
ア
児
の
保
護
者
か
ら
勤

務
時
間
を
延
長
し
た
い
と
相
談
が

あ
り
、
保
育
所
全
体
の
保
健
業
務

の
た
め
に
雇
用
し
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

今
年
度
末
か
ら
来
年
度
初
め
に
基

本
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
、
そ

の
後
公
表
を
考
え
て
い
る
。

各
施
設
や
公
民
館
の
老
朽
化
に
よ

る
修
繕
料
が
多
い
が
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
中

で
、
公
民
館
な
ど
の
統
廃
合
も
協

議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ＱＱＡＱＡＱＡ

県
道
側
と
町
道
側
を
分
け
て
発
注

し
た
の
は
な
ぜ
か
。

少
し
で
も
早
く
発
注
し
た
い
と
い

う
思
い
の
中
で
、
町
道
側
の
設
計

が
先
に
で
き
た
の
で
、
２
年
度
に

発
注
し
た
。
県
道
側
は
設
計
途
中

だ
っ
た
の
で
同
時
発
注
が
で
き
な

か
っ
た
。

三
彩
窯
跡
用
地
の
発
掘
調
査
は
何

ら
か
の
成
果
は
あ
っ
た
の
か
。

長
与
皿
山
窯
跡
の
創
業
時
期
と
一

致
す
る
よ
う
な
整
地
面
が
確
認
さ

れ
た
。

ＱＡＱＡ

主
な
質
疑

財
源
の
公
平
支
出
の
観
点
か
ら
反
対

健
全
な
経
営
状
態
が
実
現

効
率
的
財
政
運
営
が
維
持

　

町
工
場
等
設
置
奨
励
条
例

に
基
づ
く
奨
励
金
は
拡
大
解

釈
で
あ
る
点
か
ら
承
認
で
き

な
い
。
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
国
県
の
補
助
金
も
今
後

が
不
確
定
な
中
で
、
財
政
へ

の
大
き
な
影
響
が
危
惧
さ
れ

る
。
都
市
計
画
道
路
西
高
田

線
も
40
億
円
以
上
を
か
け
て

い
る
。

	

（
河
野
）

　

町
税
の
高
い
収
納
率
に
加

え
、
収
入
未
済
額
の
大
幅
な

減
少
は
大
い
に
評
価
す
べ
き

も
の
と
考
え
る
。
今
回
の
決

算
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て

も
浮
足
立
つ
こ
と
な
く
、
健

全
な
経
営
状
態
が
実
現
で
き

た
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

	

（
松
林
）

　

黒
字
を
維
持
し
一
定
の
効

率
的
財
政
運
営
が
保
た
れ
て

い
る
。
今
後
も
限
ら
れ
た
財

源
を
効
果
的
・
効
率
的
に
重

点
配
分
し
、
優
先
事
項
を
見

極
め
町
民
に
必
要
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う

期
待
し
賛
成
と
す
る
。

	

（
西
田
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

全
職
員
へ
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
研
修

医
療
的
ケ
ア
児
へ
看
護
師
支
援

定
林
橋
歩
行
者
用
側
道
橋

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

各
施
設
の
改
修
・
修
繕
工
事

長
与
三
彩
遺
構
発
掘
調
査

有
害
鳥
獣
対
策
事
業

122 頭を捕獲

定林橋側道橋下部工工事（県道側）
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県支出金　30億 8705万円　72.2%

保険給付金　30億 1986万円　72.5%

保険税
8億 3274万円
19.5%

県への納付金
９億 5657万円

22.9%

国保財政は安定化
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

認定
賛成12：反対2

国
保
世
帯
数 

４
８
６
４
世
帯 （
前
年
度
４
８
８
３
世
帯
）

被
保
険
者
数 

７
８
４
１
人　

 （
前
年
度
７
９
７
１
人
）

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
運

営
負
担
金
と
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
保
険
証
の
一
体
化

に
係
る
も
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
を
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
こ
の
分
の
負
担
金
を
連
合
会
に

支
払
っ
て
い
る
。

療
養
給
付
費
が
増
え
た
要
因
は
。

令
和
２
年
度
か
ら
の
受
診
控
え
の
影

響
が
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。

ＱＡＱＡ 主
な
質
疑

保
険
税
の
減
免
制
度
の
拡
充
必
要

安
定
し
た
財
政
運
営
と
な
っ
て
い
る

　

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
の
制

度
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
税
を
納
付

で
き
ず
、
受
診
を
控
え
る
と
い
う
矛
盾

が
生
じ
て
い
る
。	

（
堤
）

　

平
成
30
年
度
に
責
任
主
体
が
県
に
移

管
さ
れ
て
か
ら
、
本
町
の
国
保
財
政
も

順
調
に
推
移
し
て
い
る
。	

（
竹
中
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

繰入金　2億 3386万円　5.5%

基金積立金　１億 871万円　2.6%

42 億
7865万円

41億
6921万円

その他　１億 2500万円　2.8%

その他　8407万円　2.0%

歳入

歳出

令和３年度後期高齢者医療特別会計決算 令和３年度介護保険特別会計決算

歳  入　５億6170万円
歳  出　５億6006万円

歳  入　30億9609万円
歳  出　28億3824万円

制
度
の
見
直
し
を
求
め
る

安
定
し
た
制
度
運
用
を
求
め
る

高
齢
者
の
た
め
に
町
は
尽
力
し
て
い
る

　

高
齢
者
が
増
え
る
ほ
ど
、
医
療
費
が
増
え
る
ほ

ど
、
高
齢
者
の
負
担
が
増
え
る
制
度
設
計
と
な
っ

て
い
る
。	

（
堤
）

　

重
症
化
予
防
や
介
護
予
防
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
安
定
的
で
持
続
可
能
な
制
度
運
用
を
要
望
す

る
。	

（
竹
中
）

　

医
療
や
健
康
づ
く
り
へ
の
町
の
尽
力
に
よ
り
、
元

気
な
高
齢
者
が
多
い
。
安
心
し
て
老
後
を
暮
ら
せ
る

よ
う
保
険
制
度
の
安
定
化
を
求
め
る
。	

（
安
部
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

75 歳以上は 5443 人
（前年度 5289 人）

介護認定者数は 1833 人
（前年度 1842 人）

認定
賛成12：反対2

全会一致
認定

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
委
託
件
数
が
毎
年
減
少
し
て
い

る
要
因
は
。

介
護
予
防
事
業
の
一
定
の
効
果
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
検
討
委
員
会
の
実

績
は
。

認
知
症
の
初
期
の
症
状
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、
医

療
や
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
人

を
、
最
長
６
カ
月
を
目
安
に
支
援
し
て
い
く
も
の
。

令
和
３
年
度
の
支
援
対
象
者
は
い
な
か
っ
た
が
、

認
知
症
に
関
す
る
相
談
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。 

ＱＡＱＡ 主
な
質
疑
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順調に進む　高田南土地区画整理事業

安心安全な水の供給のために

令
和
３
年
度
末
工
事
進
捗
率
（
工
事
ベ
ー
ス
）

　
　
道
路
築
造　
64
・
１
％　
　
　
宅
地
造
成　
65
・
６
％

令和３年度土地区画整理事業特別会計決算　 歳入 14 億 2087 万円　歳出 14 億 1509 万円

認定
賛成12：反対2

終
了
し
て
い
な
い
箇
所
が
多

く
残
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

一
括
施
工
最
終
の
令
和
６
年

度
完
成
は
大
丈
夫
か
。

基
本
的
に
は
、
６
年
度
に
宅

地
を
返
す
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

ＱＡ 主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

　

40
年
を
か
け
て
も
終
わ
ら
な

い
事
業
で
、
膨
大
な
費
用
が
つ

ぎ
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

大
型
事
業
に
よ
る
財
政
逼
迫

で
、
住
民
が
望
む
制
度
に
応
え

き
れ
な
い
現
状
が
今
現
実
に
起

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

（
河
野
）

　

予
算
の
膨
張
と
工
期
の
遅
れ

は
町
民
の
不
利
益
と
な
っ
て
い

る
が
、
最
善
の
解
決
策
は
早
期

完
成
し
か
な
い
。
宅
地
造
成
は

人
の
人
生
を
つ
く
り
町
を
つ
く

る
事
業
だ
と
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
町
長
は
県
と
協
力
し
残
り

３
年
で
必
ず
完
成
を
。

	

（
八
木
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

事
業
に
莫
大
な
費
用

最
善
策
は
早
期
完
成

●
用
語
解
説

収
益
的
収
支
…
主
に
維
持
管
理
関
係
　
　
　
　
資
本
的
収
支
…
主
に
設
備
投
資
関
係

　
収
益
的
収
入
…
使
用
料
、
負
担
金
等
　
　
　
　
資
本
的
収
入
…
補
助
金
、
借
入
金

　
収
益
的
支
出
…
維
持
管
理
費
、
人
件
費
　
　
　
資
本
的
支
出
…
事
業
費
、
償
還
金

全会一致
認定

収
益
的
収
入　

８
億
１
５
５
３
万
円

収
益
的
支
出　

６
億
６
９
４
５
万
円

資
本
的
収
入　

１
億
７
４
４
５
万
円

資
本
的
支
出　

２
億
８
６
８
７
万
円

今
後
の
水
道
事
業
を
維
持
す
る

た
め
の
企
業
努
力
は
あ
る
の

か
。

ま
ず
は
安
心
安
全
な
水
を
提
供

す
る
こ
と
。
支
出
を
抑
え
る
企

業
努
力
を
続
け
て
い
く
。

親
和
銀
行
跡
地
の
利
用
計
画

は
。

取
水
口
と
導
水
ポ
ン
プ
設
備
を

設
置
し
、
取
水
し
た
５
５
０
０

ト
ン
を
第
２
浄
水
場
へ
導
水
す

る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

ＱＡＱＡ

収
益
的
収
入　

10
億
３
２
９
３
万
円

収
益
的
支
出　

８
億
９
４
３
７
万
円

資
本
的
収
入　
３
億
６
３
８
４
万
円

資
本
的
支
出　

７
億
２
５
１
３
万
円

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出
の
不

用
額
は
何
か
。

高
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業
内

の
汚
水
管
布
設
を
計
画
し
て
い

た
が
、
工
事
の
進
捗
で
一
部
で

き
な
く
な
っ
た
ほ
か
、
落
札
金

額
の
減
額
な
ど
に
よ
る
も
の
。

処
理
場
費
の
委
託
契
約
は
何
社

で
入
札
し
た
の
か
。

令
和
３
年
度
の
維
持
管
理
業
務

委
託
は
７
年
度
ま
で
の
５
年
間

契
約
で
、
２
社
で
入
札
し
た
。

ＱＡＱＡ

令
和
３
年
度

　
水
道
事
業
会
計
決
算

令
和
３
年
度

　
下
水
道
事
業
会
計
決
算

一部宅地が完成 周辺道路の供用も一部開始
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人
事
案
件

　
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
長
任
命
の
議
案

が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し

た
。金か

な

﨑さ
き

　
良
り
ょ
う
い
ち一  

氏
（
丸
田
郷
）

　
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委
員
任

命
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
同

意
し
ま
し
た
。

古こ

賀が

　
清き
よ

彦ひ
こ  

氏
（
岡
郷
）

　
法
務
大
臣
に
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
を

行
う
た
め
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一

致
で
適
任
と
し
ま
し
た
。

佐さ

野の

　
浩ひ
ろ

子こ  

氏
（
嬉
里
郷
）

教

育

長

教
育
委
員

人
権
擁
護
委
員

　
既
定
の
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
合
計
１
億
８
８
９
６
万
２
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
４
５
億
14
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に

関
す
る
補
正
予
算
第
４
号
は
議
会
最
終
日
に
提
出
さ
れ
速
や
か
に
可
決
し
ま
し
た
。

　

法
的
根
拠
の
な
い
国
葬
が
国
会
に
諮
ら

ず
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
抗
議

の
決
議
が
提
案
さ
れ
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

発
議
者　
八
木
亮
三　
議
員

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３・４
号
）

発
議
第
１
号　
安
倍
晋
三
元
首
相
の
国
葬

実
施
の
閣
議
決
定
に
反
対
す
る
決
議

物
価
高
騰
・
コ
ロ
ナ
新
種
へ
対
応

議
員
提
出
議
案

全会一致
可決

否決
賛成4：反対9棄権1 　　　

　
食
料
価
格
高
騰
に
よ
る
保
護
者
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
給
食
費
（
副

食
費
）
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
今
回
の

補
助
に
よ
り
給
食
の
質
や
量
の
確
保
も
期

待
で
き
ま
す
。
対
象
は
町
内
の
私
立
保
育

所
等
と
小
中
学
校
で
す
。

保
育
所
の
副
食
費
は
年
度
内
は
値
上

げ
を
し
な
く
て
も
大
丈
夫
な
の
か
。

副
食
費
の
補
助
を
す
る
の
で
値
上
げ

は
考
え
て
い
な
い
。

今
後
も
学
校
給
食
用
食
材
費
の
値
上

げ
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

学
校
給
食
費
は
値
上
げ
を
せ
ず
に
、

今
回
の
補
正
予
算
の
範
囲
内
で
対
応

し
た
い
。

ＱＱＡＱＡ

　
中
国
の
輸
出
規
制
や
円
安
の
進
行
で
肥

料
価
格
が
高
騰
し
た
こ
と
か
ら
、
価
格
上

昇
分
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

５
戸
以
上
の
販
売
農
家
団
体
が
対
象

だ
が
、
ど
の
く
ら
い
の
団
体
が
対
象

な
の
か
。

国
が
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
段
階

で
今
後
明
ら
か
に
な
る
と
思
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
９
月
下
旬
よ
り
開
始
さ

れ
ま
す
。
12
歳
以
上
で
２
回
目
の
接
種
を

終
え
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。
対
象
者
に

は
接
種
券
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

町
内
の
対
象
者
は
何
人
か
。

約
３
万
２
千
人
で
あ
る
。

ＱＱＡＱＡ

主
な
質
疑

　

安
倍
元
首
相
の
実
績
と
貢
献
を
踏
ま

え
れ
ば
国
葬
儀
は
適
切
。
過
去
に
も
各

種
式
典
を
閣
議
決
定
で
行
っ
て
お
り
法

的
根
拠
は
必
ず
し
も
必
要
で
な
い
。

（
竹
中
）

　

あ
え
て
議
決
す
る
意
義
が
理
解
で
き

な
い
。	

（
浦
川
）

　

多
く
の
国
民
が
反
対
し
て
い
る
こ
と

を
国
会
の
議
決
も
な
く
実
施
す
る
の
は

民
主
主
義
に
反
す
る
。	

（
安
部
）

　

決
議
に
拘
束
力
が
な
く
と
も
、
一
番

に
民
主
主
義
を
大
切
に
す
べ
き
機
関
と

し
て
、
民
主
主
義
を
守
ら
な
い
暴
挙
に

は
声
を
あ
げ
る
べ
き
で
あ
る
。	（
河
野
）

　

町
民
の
多
く
も
国
葬
に
疑
問
を
持
っ

て
い
る
と
考
え
る
。
与
党
の
独
断
専
行

が
許
さ
れ
る
社
会
に
な
ら
な
い
よ
う
、

地
方
議
会
か
ら
警
鐘
を
鳴
ら
す
べ
き
。

（
堤
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

給

食

材

料

高

騰

肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
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令和４年第３回定例会の議案および議決結果
議案番号 議　　案 審議結果

第３８号 長与町議会議員及び長与町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

第３９号 長与町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

第４０号 町道長与中央線舗装修繕工事請負契約の締結について 可決（全会一致）

第４１号 町道路線の認定について 可決（全会一致）

第４２号 令和４年度長与町一般会計補正予算（第３号） 可決（全会一致）

第４３号 令和４年度長与町駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

第４４号 令和４年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

第４５号 令和４年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

第４６号 令和４年度長与町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

第４７号 令和４年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

第４８号 令和４年度長与町水道事業会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

第４９号 令和３年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定について 認定

第５０号 令和３年度長与町駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（全会一致）

第５１号 令和３年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

第５２号 令和３年度長与町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

第５３号 令和３年度長与町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（全会一致）

第５４号 令和３年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

第５５号 令和３年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算認定について 可決・認定（全会一致）

第５６号 令和３年度長与町下水道事業剰余金の処分及び決算認定について 可決・認定（全会一致）

第５７号 長与町教育委員会委員の任命について 同意（全会一致）

第５８号 人権擁護委員の推薦について 適任（全会一致）

第５９号 長与町教育委員会教育長の任命について 同意（全会一致）

第６０号 令和４年度長与町一般会計補正予算（第４号） 可決（全会一致）

発議第１号 安倍晋三元首相の国葬実施の閣議決定に反対する決議 否決
※発議：議員が議案を提出し審議を求めること。

賛否が分かれた議案（〇賛成　▼反対　■棄権　◆除斥　―欠席）　議長は原則採決に加わらないため※で表示

議案番号

八
　
木
　
亮
　
三

松
　
林
　
　
　
敏

西
　
田
　
　
　
健

浦
　
川
　
圭
　
一

中
　
村
　
美
　
穂

安
　
部
　
　
　
都

内
　
村
　
博
　
法

安
　
藤
　
克
　
彦

金
　
子
　
　
　
恵

岩
　
永
　
政
　
則

堤
　
　
　
理
　
志

河
　
野
　
龍
　
二

竹
　
中
　
　
　
悟

西
　
岡
　
克
　
之

山
　
口
　
憲
一
郎

審議結果

第４９号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ▼ ▼ 〇 〇 ※ 認定

第５１号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ▼ ▼ 〇 〇 ※ 認定

第５２号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ▼ ▼ 〇 〇 ※ 認定

第５４号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ▼ ▼ 〇 〇 ※ 認定

発議第１号 〇 ▼ ■ ▼ ▼ 〇 ▼ ▼ ▼ ▼ 〇 〇 ▼ ▼ ※ 否決
■棄権：議員自らの意思により表決に参加しないこと。　◆除斥：議員は自らに利害関係のある事件の議事に参与することができないこと。
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一般質問の動画にリンクしたＱＲコードを掲載しております。ぜひご覧ください。掲載ページ

一 般 質 問

９ 金　子　　　恵 議員
① 都市計画マスタープランから見るまちづくりについて
② 協働から見るまちづくりについて
③ 財政面から見るまちづくりについて

10 内　村　博　法 議員 ① 本町の人口減少対策について

11 八　木　亮　三 議員
① 環境問題への取り組みについて
② すべての人が住みやすい住環境の維持について

12 浦　川　圭　一 議員
① 新設の健康センターの整備について
② 町が扱う強制徴収公債権について
③ 給食費公会計に伴う食材購入等に係る契約等の取扱いについて

13 松　林　　　敏 議員
① 高田南土地区画整理事業について
② 防災無線について

14 堤　　　理　志 議員
① 公共施設の老朽対策について
② 町の職務従事者の非正規での募集について
③ 肥料原料の回収について

15 西　岡　克　之 議員
① 犯罪被害者救済について
② 性的少数者の理解へ

16 河　野　龍　二 議員
① 高齢者の補聴器購入補助制度の創設について
② コロナ不況、物価高騰による町民生活を守る支援策について

17 西　田　　　健 議員
① ハザードマップの有効活用について
② 公園の維持管理について

18 中　村　美　穂 議員
① 高齢者の買い物対策について
② 小中学校の特別教室のエアコン設置について

10人 が 問う

一 般 質 問
質問は、行財政全般にわたって議員主導の政策論議をするもので、議
員も執行側も十分な準備を必要とすることから、事前通告制です。
制限時間６０分の範囲内で、一問一答制をとっています。

一 般 質 問
の 記 事

質問した議員が実際のやりとりの範囲内で執筆したものです。
原稿は、原則として１０００文字以内に要約したもので、原文を尊重
して掲載しています。

会議録の閲覧
会議録は、長与町図書館、長与北部地区多目的研修集会施設、高田地区
公民館、上長与地区公民館、長与町議会ホームページで閲覧できます。

会 議 の
中 継・ 配 信

本会議の模様を、ユーチューブでライブ配信・録画配信しています。
ご自宅のパソコンやタブレットなどからもご覧になれます。
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■	

議
員　

渋
滞
を
避
け
る
た
め
、

和
楽
団
地
の
狭
い
道
路
を
通
行
す

る
車
も
多
い
。
安
心
安
全
の
観
点

か
ら
も
解
決
策
は
無
い
の
か
。

■	

都
市
計
画
課
長　

地
形
的
に

道
路
の
拡
幅
は
難
し
い
。
根
本
的

な
対
策
と
し
て
は
、
長
与
・
時
津

間
を
結
ぶ
新
た
な
構
想
路
線
の
検

討
お
よ
び
計
画
を
進
め
る
こ
と
が

解
決
策
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

■	

議
員　

西
彼
杵
道
路
の
時
津

区
間
が
来
年
２
月
に
開
通
す
る
。

本
町
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

■	

課
長　

国
道
２
０
６
号
の
交

通
量
の
減
少
に
よ
り
渋
滞
緩
和
が

期
待
さ
れ
る
。

■	
議
員　

今
の
状
況
で
恩
恵
が

■	

議
員　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
る
が
、
課
題

と
し
て
岡
・
斉
藤
郷
か
ら
、
長
与

駅
方
面
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
少

な
い
。
ま
た
、
時
津
町
へ
の
ア
ク

セ
ス
方
法
が
少
な
い
な
ど
の
意
見

が
町
民
か
ら
あ
っ
た
。
有
機
的
な

接
続
を
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る

と
し
て
い
た
が
ど
れ
ほ
ど
進
ん
だ

の
か
。

■	

政
策
企
画
課
長　

長
与
駅
を

起
点
と
す
る
バ
イ
パ
ス
経
由
便
を

運
行
す
る
な
ど
努
力
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で

公
共
交
通
の
利
用
者
が
低
迷
し
て

い
る
。
今
後
、
利
用
数
が
戻
ら
な

け
れ
ば
路
線
の
維
持
自
体
が
困
難

に
な
る
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

あ
る
よ
う
に
は
感
じ
な
い
。
川
平

有
料
道
路
の
双
方
向
化
が
実
現
す

れ
ば
有
効
で
あ
り
、「
風
穴
が
開

く
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
住
民
の

声
も
あ
っ
た
。
未
償
還
金
が
55
億

円
あ
り
新
事
業
は
厳
し
い
と
の
こ

と
だ
が
、
現
時
点
で
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

■	

建
設
産
業
部
長　

時
津
方
面

と
の
双
方
向
化
は
関
係
機
関
と
協

議
を
行
っ
て
い
る
。
構
造
的
な
問

題
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
課
題

を
整
理
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
く
。

■	

議
員　

既
存
の
道
路
で
ど
う

に
か
対
応
で
き
れ
ば
期
間
的
に
も

早
期
に
実
現
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

■	

総
務
部
長　

県
道
路
建
設
課

な
ど
か
ら
構
造
的
に
難
し
い
と
回

答
を
も
ら
っ
て
い
る
。
し
か
し
技

術
も
だ
い
ぶ
ん
進
歩
し
て
い
る
こ

と
か
ら
何
か
で
き
な
い
か
再
度
、

研
究
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

■	

議
員　

町
民
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

■	

町
長　
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
継
続
し
、
職
員
が
協
働
の
視
点

を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
み
、
地

域
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
意
識
醸

成
を
図
る
と
と
も
に
、
幅
広
い
分

野
の
人
に
研
修
へ
の
参
加
を
促
し

主
体
的
な
参
画
を
進
め
て
い
く
。

■	

議
員　

新
図
書
館
基
本
構
想
・

基
本
計
画
に
は
、
財
源
に
つ
い
て
の

記
載
が
見
当
た
ら
な
い
が
な
ぜ
か
。

■	

政
策
企
画
課
長　

複
合
施
設

整
備
基
本
計
画
に
記
載
を
考
え
て

い
る
。

■	

議
員　

補
助
金
や
交
付
金
で
、

１
０
０
％
賄
え
な
い
。
一
般
財
源

や
基
金
を
使
う
場
合
な
ど
の
財
源

確
保
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

■	

財
政
課
長　

有
利
な
起
債
、

部
分
的
な
補
助
の
活
用
、
基
金
の

活
用
な
ど
を
想
定
し
て
、
建
設
に

着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答 問
ど
う
進
め
る

町
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

幅
広
い
分
野
の
人
に

参
加
を
促
す

答 問
新
図
書
館
建
設

財
源
は
ど
こ
か
ら

有
利
な
起
債 

補
助
の
活
用 

基
金
を
想
定

川平有料道路双方向化　実現は

課題を整理しながら協議継続
金
かね

子
こ

　 恵
めぐみ

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

双方向化で長与・時津間の渋滞緩和に
「風穴」を！　　　　　　　　　　　

井手園交差点

川平有料道路（時津～長与間）

長与 I.C
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回答

2022年（令和 4年）9月定例会　ながよ町議会だより　No.183

■	

議
員　

８
月
の
新
聞
報
道
に

よ
る
と
長
崎
市
は
初
の
40
万
人

割
れ
と
な
っ
て
お
り
、
本
町
も

４
万
32
人
で
、
４
万
人
を
割
る
の

は
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。
現
在
の

人
口
動
態
は
人
口
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
っ
て
い
な
い
だ
け
で
な

く
、
厚
生
労
働
省
の
研
究
機
関
で

あ
る
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
が
推
計
し
た
人
口
よ
り
も

か
な
り
速
い
人
口
減
少
と
な
っ
て

お
り
、
大
変
憂
慮
す
べ
き
状
況
で

あ
る
。
本
町
の
人
口
減
少
対
策
の

司
令
塔
や
推
進
管
理
体
制
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

■	

町
長　

司
令
塔
で
あ
る
町
長

を
ト
ッ
プ
と
し
て
、
各
部
局
長
に

お
い
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
。
推
進
管
理
体
制
は
部
局
長

か
ら
構
成
さ
れ
る
長
与
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
会
議
で

進
捗
管
理
を
行
い
、
外
部
有
識
者

か
ら
構
成
さ
れ
る
長
与
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
会
議
で

事
業
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

■	

議
員　

全
天
候
型
子
ど
も
遊

戯
施
設
新
設
に
つ
い
て
の
調
査
研

究
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

■	

町
長　

建
設
予
定
の
複
合
施

設
内
に
遊
戯
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
調
査
研
究
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
な

ど
を
、
長
与
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
の
更
新
時
期
に
合

わ
せ
て
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
か

検
討
し
、
令
和
６
年
度
を
め
ど
に

行
っ
て
い
き
た
い
。

■	

議
員　

児
童
館
を
日
曜
日
に

も
開
館
で
き
な
い
か
。

■	

町
長　

児
童
館
の
日
曜
日
開

館
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
よ
り
児

童
厚
生
員
の
勤
務
を
週
休
２
日
へ

変
更
し
処
遇
改
善
を
図
っ
て
い
る

が
、
厚
生
員
の
週
休
日
に
勤
務
す

る
補
助
員
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い

る
現
状
で
あ
る
。
さ
ら
に
日
曜
日

も
開
館
と
な
る
と
、
予
算
面
と
人

的
確
保
の
課
題
が
あ
り
難
し
い
状

況
で
あ
る
。
今
後
の
児
童
館
の
運

営
も
含
め
て
関
係
機
関
な
ど
と
連

携
し
、
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■	

議
員　

地
元
産
業
の
育
成
や

雇
用
拡
大
の
た
め
に
、
積
極
的
に

地
域
指
定
の
入
札
な
ど
の
案
件
を

増
や
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
現
状

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

■	

町
長　

公
共
工
事
の
入
札
に

お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
設
計
額

が
１
５
０
０
万
円
未
満
の
工
事
の

指
名
業
者
を
選
定
す
る
際
に
、
町

内
業
者
を
優
先
し
て
指
名
す
る
よ

う
配
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、
入
札

以
外
で
は
、
町
内
小
規
模
事
業
者

へ
の
受
注
機
会
の
拡
大
お
よ
び
町

内
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し

て
、
50
万
円
未
満
の
小
規
模
な
修

繕
な
ど
を
発
注
す
る
際
は
、
長
与

町
小
規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者
登

録
制
度
に
登
録
し
て
い
る
町
内
業

者
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
今
後
も
、
地
元
産
業

の
保
護
・
育
成
、
雇
用
拡
大
に
資

す
る
た
め
町
内
業
者
を
積
極
的
に

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

全天候型子ども遊戯施設の調査は

令和６年度をめどに行っていく
内
うちむら

村　博
ひろのり

法 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

子育て支援充実強化のために全天候型子ども遊戯施設の検
討を急ぎ、早期実現を目指せ！
（広報させぼに掲載されたメリッタ	Kid's	SASEBO）
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回答

No.183　ながよ町議会だより　2022年（令和 4年）9月定例会

理
由
付
け
を
兼
ね
て
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
社

屋
・
工
場
を
建
て
る
条
件
付
き
で
、

長
年
塩
漬
け
の
西
側
埋
め
立
て
地

を
企
業
に
安
く
売
却
し
て
は
ど
う

か
。

■	

契
約
管
財
課
長　

町
有
地
売

却
は
一
般
競
争
入
札
が
基
本
で
多

く
の
条
件
を
付
け
る
の
は
難
し
い

が
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
な
ど

の
方
法
が
取
れ
な
い
か
研
究
し
て

い
き
た
い
。

■	

議
員　

水
質
汚
濁
削
減
と
未

水
洗
化
世
帯
の
利
便
性
向
上
の
た

め
に
、
国
の
新
た
な
制
度
で
あ
る

循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金

（
浄
化
槽
分
）
を
本
町
で
も
使
え

る
よ
う
に
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。

■	

町
長　

来
年
度
の
導
入
に
向

け
て
す
で
に
手
続
き
を
進
め
て
い

る
。

■	

議
員　

豪
雨
災
害
が
年
々
増

加
し
、
長
与
川
下
流
域
の
住
民
か

ら
越
水
を
心
配
す
る
声
が
あ
る
。

長
与
川
は
80
年
に
一
度
の
大
雨
に

も
対
応
で
き
る
そ
う
だ
が
、
想
定

外
の
事
態
に
も
備
え
る
べ
き
で
あ

■	

議
員　

地
球
温
暖
化
な
ど
の

環
境
問
題
は
、
地
方
自
治
体
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
深

刻
か
つ
猶
予
の
な
い
状
況
で
あ

る
。
今
後
、
公
共
施
設
の
更
新
の

際
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

導
入
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

■	
町
長　

公
共
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ

（
※
１
）
化
を
推
進
す
る
た
め
に

全
庁
的
に
研
究
を
進
め
て
い
る
。

■	

議
員　

行
政
だ
け
で
な
く
、

民
間
へ
の
取
り
組
み
拡
大
も
必
要

で
あ
る
。
国
が
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
※
２
）

の
メ
ー
カ
ー
や
購
入
す
る
個
人
へ

補
助
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
本
町

独
自
に
補
助
を
上
乗
せ
し
て
は
ど

う
か
。

■	

住
民
環
境
課
長　

Ｚ
Ｅ
Ｈ
は

民
間
に
よ
る
地
球
温
暖
化
対
策
と

し
て
重
要
だ
と
認
識
は
し
て
い
る

の
で
、
町
独
自
の
補
助
を
行
う
た

め
の
国
の
補
助
金
な
ど
が
な
い
か

探
し
て
い
き
た
い
。

■	

議
員　

Ｚ
Ｅ
Ｈ
が
定
住
促
進

に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
温
暖
化
対

策
は
生
産
性
と
の
両
立
が
必
要
で

あ
る
。温
暖
化
対
策
と
雇
用
創
出
、

遊
休
地
の
解
消
、
販
売
価
格
差
の

る
。
流
域
治
水
の
一
つ
と
し
て
、

雨
水
が
川
に
流
入
し
な
い
よ
う
地

面
に
浸
透
さ
せ
る
雨
水
浸
透
設
備

の
設
置
に
補
助
金
を
出
せ
な
い

か
。

■	

土
木
管
理
課
長　

町
内
に
は

浸
水
想
定
地
域
が
少
な
く
、
必
要

性
や
需
要
が
な
い
が
、
補
助
の
採

択
要
件
な
ど
の
研
究
は
し
た
い
。

■	

議
員　

15
年
以
上
前
に
解
散

し
た
プ
ラ
ム
タ
ウ
ン
商
店
街
の
大

型
看
板
が
役
場
そ
ば
の
歩
道
と
八

反
田
公
園
に
長
年
放
置
さ
れ
て
い

る
。
景
観
面
や
倒
れ
る
危
険
性
を

考
え
、撤
去
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■	

町
長　

撤
去
を
含
め
対
策
を

検
討
し
て
い
く
。

■	

議
員　

役
場
の
目
の
前
の
放

置
看
板
に
長
期
間
、
誰
も
気
が
つ

か
な
か
っ
た
の
は
恥
ず
か
し
い
こ

と
だ
。
撤
去
し
て
終
わ
り
、
で
は

な
く
、
今
回
の
件
を
踏
ま
え
て
、

同
様
の
不
要
な
工
作
物
が
な
い
か

点
検
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

■	

建
設
産
業
部
長　

作
業
な
ど

の
際
に
発
見
で
き
る
よ
う
に
し

て
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

流

域

治

水

15 年以上放置されてきた大型看板
（役場そばの長与川沿い歩道と八反田公園）

公共施設へ再エネの積極的導入を

ZEB化に向けて全庁的に研究中
八
や

木
ぎ

　亮
りょうぞう

三 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

答 問
長
年
放
置
さ
れ
た

大
型
看
板
の
撤
去
を

撤
去
を
含
め
た
対
策
を

検
討
し
た
い

※
１　

Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ゼ
ブ
）

　

ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

ビ
ル
の
略
。
省
エ
ネ
と
創
エ
ネ

に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
を
実

質
ゼ
ロ
に
す
る
建
物
。

※
２　

Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ゼ
ッ
チ
）

　

ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

ハ
ウ
ス
の
略
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
個
人

住
宅
版
。
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回答
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■	

議
員　

食
材
の
購
入
な
ど
に

つ
い
て
は
特
殊
な
契
約
も
発
生
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
独
自

に
食
材
購
入
な
ど
に
関
す
る
ル
ー

ル
を
定
め
た
規
則
を
作
っ
て
、
そ

の
運
用
に
当
た
っ
た
ら
ど
う
か
。

■	

教
育
長　

町
財
務
規
則
に
基

づ
い
て
購
入
す
る
こ
と
と
な
る

が
、
一
般
的
な
物
品
購
入
と
異
な

る
点
や
生
鮮
食
料
品
と
い
っ
た
一

部
給
食
用
物
資
に
関
す
る
特
殊
性

な
ど
を
踏
ま
え
、
研
究
検
討
し
て

い
く
。

■	

議
員　

図
書
館
と
併
せ
て
整

備
す
る
と
示
さ
れ
て
い
る
新
た
な

健
康
セ
ン
タ
ー
に
、
運
動
器
具
を

配
置
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
設

置
で
き
な
い
か
。

■	

町
長　

図
書
館
と
健
康
セ
ン

タ
ー
と
の
複
合
施
設
の
建
設
に
お

い
て
は
、
新
図
書
館
基
本
構
想
・

基
本
計
画
、そ
し
て
健
康
セ
ン
タ
ー

基
本
計
画
を
参
照
し
な
が
ら
、
に

ぎ
わ
い
の
創
出
や
居
場
所
づ
く
り

な
ど
の
視
点
も
加
味
し
て
、
新
施

設
に
必
要
な
機
能
や
空
間
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。
今

後
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
設
置
に
つ

い
て
も
協
議
し
て
い
く
。

■	

議
員　

町
が
抱
え
る
債
権
の

内
、
国
税
徴
収
法
の
例
に
よ
り
滞

納
処
分
が
で
き
る
債
権
に
つ
い

て
、
現
状
の
町
の
対
応
を
聞
く
。

国
税
徴
収
法
第
47
条
に
「
滞
納
者

が
督
促
を
受
け
、
そ
の
督
促
に
係

る
国
税
を
そ
の
督
促
状
を
発
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経
過
し

た
日
ま
で
に
完
納
し
な
い
と
き
、

徴
収
職
員
は
、
滞
納
者
の
国
税
に

つ
き
そ
の
財
産
を
差
し
押
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
規
定
が

あ
る
。
町
長
名
で
納
付
が
求
め
ら

れ
る
各
種
税
お
よ
び
下
水
道
使
用

料
な
ど
が
こ
の
規
定
に
応
じ
た
対

応
を
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
、
滞

納
者
に
対
す
る
差
し
押
さ
え
の
実

態
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

再
三
に
わ
た
っ
て
電

話
催
告
や
文
書
催
告
を
行
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
絡
や
相

談
な
ど
が
無
い
滞
納
者
に
対
し
て

は
厳
正
に
差
し
押
さ
え
を
執
行
し

て
い
る
。
令
和
３
年
度
の
実
績

で
、
収
納
推
進
課
で
、
差
し
押
さ

え
３
７
６
件
、
約
１
２
０
０
万
円

と
上
下
水
道
課
で
９
件
、
約
７
万

円
を
収
納
し
て
い
る
。引
き
続
き
、

厳
し
い
状
況
の
中
で
も
き
ち
ん
と

納
付
し
て
い
る
納
税
者
と
の
公
平

性
を
保
つ
た
め
、
必
要
に
応
じ
て

滞
納
処
分
を
執
行
し
て
い
く
。

■	

議
員　

５
年
４
月
よ
り
学
校

給
食
費
は
公
会
計
に
移
行
し
て
運

用
と
な
る
が
、
町
財
務
規
則
を
遵

守
し
な
が
ら
、
現
状
の
納
入
業
者

が
替
わ
ら
ず
納
入
で
き
る
体
制
に

な
る
の
か
。
ま
た
は
大
幅
な
納
入

業
者
の
入
れ
替
え
も
考
え
ら
れ
る

の
か
。

■	

教
育
長　

給
食
用
物
資
の
納

入
に
つ
い
て
は
、
登
録
さ
れ
た
17

事
業
者
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
納
入
に
際
し
て
は
物
資
ご
と

に
さ
ま
ざ
ま
な
配
慮
事
項
が
あ
る

た
め
、
本
町
の
給
食
事
情
を
理
解

し
て
い
る
現
事
業
者
も
引
き
続
き

納
入
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
く
。

答 問
滞
納
者
へ
の

差
し
押
さ
え
の
実
態
は

必
要
に
応
じ
て

執
行
し
て
い
る

答 問
現
納
入
業
者
が

納
入
で
き
る
体
制
は

引
続
き
納
入
で
き
る

よ
う
考
え
て
い
く

新施設にトレーニング室の設置を

今後設置について協議していく
浦
うら

川
かわ

　圭
けい

一
いち

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

町民体育館トレーニング室設備　コロナ前	年間約２万２千人が利用
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■	

議
員　

高
田
中
学
校
と
浦
上

水
源
地
間
の
盛
り
土
の
最
大
の
高

さ
は
ど
の
程
度
に
な
る
か
。

■	

町
長　

盛
り
土
の
最
大
の
高

さ
は
21
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

■	

議
員　

谷
の
上
流
部
よ
り
高

く
盛
ら
れ
た
所
が
あ
り
、
大
雨
時

の
冠
水
が
心
配
さ
れ
る
が
ど
う

か
。

■	

町
長　

谷
の
上
流
部
に
既
設

の
水
路
が
あ
っ
た
が
、
大
雨
時
に

も
排
水
可
能
な
大
き
さ
の
管か
ん
き
ょ渠
を

埋
設
し
て
い
る
。

■	

町
長　

一
括
施
工
範
囲
内
の

宅
地
数
は
約
５
５
０
宅
地
で
、
土

砂
部
の
宅
地
は
約
４
７
５
宅
地
、

岩
盤
部
の
宅
地
は
約
75
宅
地
で
あ

る
。

■	

議
員　

地
盤
が
岩
盤
で
あ
る

宅
地
は
家
を
建
て
る
時
に
、
基
礎

工
事
、
配
管
工
事
、
車
庫
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
事
な
ど
表
面
を
掘
削

す
る
必
要
が
あ
り
お
金
が
か
か

る
。
何
か
対
応
策
は
な
い
か
。

■	

町
長　

宅
地
造
成
は
長
崎
県

宅
地
造
成
工
事
技
術
指
針
に
よ
り

施
工
し
て
い
る
。
宅
地
造
成
時
に

は
そ
の
状
況
の
地
盤
で
整
備
を

行
っ
て
い
る
。

■	

議
員　

岩
盤
の
色
か
ら
も
非

常
に
硬
い
岩
盤
だ
と
思
わ
れ
る
。

宅
地
の
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
小
さ

い
重
機
で
掘
削
す
る
と
大
き
な
費

用
が
か
か
る
。
一
括
施
工
の
中
で

大
き
な
重
機
を
使
い
岩
盤
の
表
面

を
掘
削
で
き
な
い
か
。

■	

都
市
計
画
課
長　

宅
地
造
成

は
関
係
法
令
に
則
り
、
整
備
を

行
っ
て
い
る
。
切
り
土
の
岩
盤
部

は
地
耐
力
が
高
く
沈
下
の
恐
れ
も

な
く
、
一
般
的
に
良
好
な
地
盤
で

あ
る
。

■	

議
員　

防
災
無
線
が
聞
こ
え

づ
ら
い
世
帯
や
耳
が
不
自
由
な
方

へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

申
し
出
が
あ
っ
た
世

帯
に
つ
い
て
個
別
に
対
応
し
て
い

る
。
聞
こ
え
づ
ら
い
世
帯
に
対
し

て
は
戸
別
受
信
機
の
貸
与
や
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
自
動
音
声

の
案
内
を
行
い
、
耳
の
不
自
由
な

方
に
対
し
て
は
防
災
メ
ー
ル
や
町

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
へ
の

登
録
を
お
願
い
し
て
い
る
。

■	

議
員　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
戸
別
受
信
機
の
貸
与
に
つ
い
て

探
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
周
知
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

■	

地
域
安
全
課
長　

戸
別
受
信

機
貸
与
に
つ
い
て
は
台
数
の
制
限

も
あ
る
こ
と
か
ら
積
極
的
に
行
っ

て
こ
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
他
の

情
報
発
信
の
方
法
と
併
せ
て
ア
ナ

ウ
ン
ス
し
て
い
く
。

■	

議
員　

管
渠
が
十
分
な
大
き

さ
で
も
、
管
渠
に
水
を
集
め
る
た

め
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
や
雨
水
枡

が
、
草
木
や
砂
利
や
ビ
ニ
ー
ル
な

ど
で
塞
が
れ
て
冠
水
す
る
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

■	

都
市
計
画
課
長　

整
備
後
は

定
期
的
な
点
検
で
、
排
水
施
設
の

良
好
な
状
態
を
維
持
す
る
。

■	

議
員　

一
括
施
工
範
囲
内
の

土
の
宅
地
と
岩
盤
の
宅
地
の
そ
れ

ぞ
れ
の
数
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る

か
。

答 問
戸
別
受
信
機
の

貸
し
出
し
の
周
知
は

他
の
情
報
発
信
方
法
と

併
せ
て
行
う

岩盤宅地の表面を掘削する考えは

切土岩盤部は良好な地盤と考える
松
まつばやし

林　 敏
さとし

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

高田南土地区画整理事業の中での岩盤掘削を望む
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あ
る
。
施
設
保
有
量
は
過
剰
な
状

況
と
は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
、
単

純
な
施
設
総
量
の
縮
減
を
目
標
と

し
て
い
な
い
。
一
方
で
、
今
後
の

財
政
状
況
や
高
齢
化
の
進
展
を
は

じ
め
と
し
た
公
共
施
設
を
取
り
巻

く
状
況
の
変
化
に
伴
い
、
公
共
施

設
の
機
能
や
量
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

は
変
化
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ

る
。
施
設
保
有
量
を
そ
の
ま
ま
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
最
適
か
否
か

は
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

■	
議
員　

民
間
で
は
非
正
規
雇

用
が
拡
大
し
、
格
差
拡
大
の
要
因

と
し
て
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
地
方
公
務
員
の
非
正
規
化

も
進
ん
で
い
る
。
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
た
め

に
は
雇
用
の
安
定
が
不
可
欠
で
あ

る
が
、
町
の
募
集
を
見
る
と
、
保

育
専
門
員
や
児
童
館
厚
生
員
、
ひ

ば
り
学
級
療
育
補
助
員
な
ど
は
雇

用
期
間
が
原
則
一
年
と
な
っ
て
い

る
。
町
と
し
て
子
育
て
支
援
に
力

を
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
経
験
が

蓄
積
で
き
る
安
定
雇
用
で
あ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

■	

町
長　

制
度
設
計
や
補
助
金

の
活
用
、
予
算
計
上
な
ど
は
職
員

が
対
応
し
、
事
業
の
運
営
は
会
計

年
度
任
用
職
員
を
含
め
て
対
応
し

て
い
る
。
子
育
て
支
援
は
町
の
重

要
施
策
と
考
え
、
保
育
士
や
保
健

師
な
ど
、
専
門
的
ス
キ
ル
を
持
つ

職
員
を
増
員
し
計
画
的
な
人
員
管

理
に
努
め
て
い
る
。

■	

議
員　

世
界
的
な
政
情
不
安
、

為
替
変
動
の
影
響
で
肥
料
価
格
が

高
騰
、
不
安
定
化
し
て
い
る
。
生

産
コ
ス
ト
高
騰
は
、
農
業
者
、
消

費
者
へ
の
打
撃
が
大
き
く
、
対
策

が
必
要
で
あ
る
。
福
岡
市
は
Ｊ
Ａ

全
農
ふ
く
れ
ん
と
連
携
し
て
、
下

水
か
ら
肥
料
の
原
料
の
一
つ
で
あ

る
リ
ン
を
回
収
し
販
売
す
る
よ
う

だ
。
肥
料
価
格
を
抑
え
農
家
の
負

担
を
減
ら
す
狙
い
が
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
本
町
も
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
処
理
過
程
で
、
リ
ン
の
回

収
、
肥
料
製
造
の
検
討
が
で
き
な

い
か
。

■	

町
長　

Ｊ
Ａ
全
農
な
が
さ
き

が
県
と
共
同
で
豚
糞
堆
肥
の
ペ

レ
ッ
ト
加
工
、
肥
料
化
の
研
究
開

発
を
進
め
て
お
り
、
早
け
れ
ば
令

和
６
年
度
に
も
本
格
普
及
を
開
始

す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
ミ
カ

ン
用
肥
料
の
代
替
品
と
し
て
の
活

用
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
本
町
の

下
水
処
理
に
お
け
る
汚
泥
は
、
セ

メ
ン
ト
の
材
料
と
す
る
な
ど
、
別

の
形
で
有
効
活
用
に
努
め
て
い

る
。

■	

議
員　

公
共
施
設
の
老
朽
対

策
と
し
て
、
総
合
管
理
計
画
と
個

別
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
準
じ

対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
。
計
画
書

に
目
を
通
す
と
、
施
設
の
一
人
当

た
り
面
積
は
他
自
治
体
と
比
較
し

過
大
で
は
な
い
と
す
る
一
方
、
今

後
、
縮
減
す
る
こ
と
も
否
定
は
し

て
い
な
い
。
公
共
施
設
は
住
民
福

祉
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
重
要

と
考
え
る
。
削
減
、
縮
小
と
な
っ

た
場
合
、
町
の
魅
力
が
減
少
す
る

の
で
は
な
い
か
。

■	

町
長　

施
設
の
維
持
管
理
、

更
新
に
係
る
財
政
負
担
が
課
題
で

答 問
子
育
て
支
援
は

安
定
雇
用
で

計
画
的
な
人
員
管
理
に

努
め
て
い
る

答 問
下
水
か
ら
肥
料
を

製
造
で
き
な
い
か

汚
泥
を
セ
メ
ン
ト
材
料

に
活
用

公共施設は住民交流に欠かせません

町の魅力に公共施設は必要

維持するが更新時に可否を検討
　堤
つつみ

　　理
さと

志
し

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。
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３
月
に
犯
罪
被
害
者
な
ど
が
受
け

た
被
害
の
軽
減
お
よ
び
早
期
回
復

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
犯
罪

被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
条
例

を
制
定
し
て
い
る
。
ま
た
間
接
的

な
支
援
で
は
、
役
場
１
階
の
金
融

機
関
窓
口
前
に
、
犯
罪
被
害
者
支

援
の
た
め
の
募
金
箱
を
設
置
し
て

い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
寄
付

型
支
援
自
動
販
売
機
設
置
の
窓
口

で
あ
る
長
崎
犯
罪
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
と
協
議
を
行
い
、
役

場
庁
舎
な
ど
へ
の
設
置
に
向
け
て

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■	

議
員　

平
凡
な
暮
ら
し
を
し

て
い
る
毎
日
に
、
あ
る
日
突
然
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
被
害
者
に
な
る

こ
と
も
あ
る
。
平
成
20
年
の
秋
葉

原
の
事
件
や
対
馬
で
の
殺
人
放
火

事
件
な
ど
、
事
例
を
挙
げ
る
と
た

く
さ
ん
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
犯
罪

被
害
者
を
少
し
で
も
援
助
で
き
る

方
法
が
あ
る
。
私
た
ち
が
日
常
、

飲
料
を
自
動
販
売
機
で
購
入
す
る

た
び
に
金
額
の
一
部
が
犯
罪
被
害

者
の
援
助
に
な
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
本
町
で
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
へ

協
力
が
で
き
な
い
か
尋
ね
る
。

■	

町
長　

本
町
で
も
令
和
２
年

■	

議
員　

文
部
科
学
省
は
、
近

く
改
訂
す
る
学
校
教
員
の
手
引
書

で
あ
る
生
徒
指
導
提
要
に
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
な
ど
性
的
少
数
者
の
児
童
生

徒
へ
の
対
応
に
関
す
る
項
目
を
盛

り
込
む
議
論
を
進
め
て
い
る
よ
う

だ
。
今
回
は
社
会
的
認
知
の
高
ま

り
を
踏
ま
え
、
有
識
者
ら
が
ま
と

め
た
改
訂
案
に
「
教
職
員
が
悩
み

や
不
安
を
抱
え
る
児
童
生
徒
の
良

き
理
解
者
と
な
る
よ
う
努
め
る
」

な
ど
が
明
記
さ
れ
る
よ
う
だ
。
本

町
で
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
る
の
か
。

■	

教
育
長　

性
同
一
性
障
害
に

係
る
児
童
生
徒
の
心
情
な
ど
に
配

慮
し
、
き
め
細
か
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
性

に
関
す
る
指
導
は
、
特
別
活
動
を

は
じ
め
と
し
た
学
校
教
育
活
動
全

体
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
。

■	
議
員　

男
女
混
合
名
簿
の
使

用
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

■	

教
育
長　

今
年
度
か
ら
使
用

し
て
い
る
。

■	

議
員　

以
前
の
議
会
で
男
女

別
名
簿
を
今
後
も
使
用
す
る
予
定

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
変
更
し
た

経
緯
の
説
明
を
求
め
る
。

■	

教
育
委
員
会
理
事　

３
年
度

か
ら
県
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
の

男
女
別
志
願
者
名
簿
が
撤
廃
さ
れ

た
こ
と
や
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
よ
る
人
的
ミ
ス
の

削
減
、
児
童
生
徒
の
心
情
な
ど
も

配
慮
し
て
使
用
す
る
よ
う
に
し

た
。

■	

議
員　

議
会
に
説
明
を
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

■	

教
育
長　

急
に
変
更
し
た
こ

と
に
対
し
て
は
申
し
訳
な
い
。

■	

議
員　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て

の
悩
み
の
相
談
体
制
は
ど
う
か
。

■	

教
育
長　

ど
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
で
あ
れ
、
児
童
生
徒
や
保
護
者

に
寄
り
添
い
な
が
ら
安
心
し
て
学

校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
努
め
て

い
る
。

答 問
性
的
少
数
者
の
児
童

生
徒
へ
の
対
応
は

き
め
細
か
な
対
応
に

努
め
て
い
る

犯罪被害者支援自動販売機設置は

庁舎内への設置に向けて取り組む
西
にし

岡
おか

　克
かつ

之
ゆき

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

あなたが買った１本が被害者支援に
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■	

町
長　

高
齢
者
に
健
康
で
長

生
き
し
て
も
ら
う
た
め
の
環
境
づ

く
り
は
重
要
と
考
え
る
。
国
の
動

向
や
他
市
町
村
の
補
助
制
度
の
情

報
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら

研
究
し
て
い
き
た
い
。

■	

議
員　

財
源
な
ど
の
課
題
も

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
解

消
さ
れ
れ
ば
実
現
可
能
と
考
え
ら

れ
る
の
か
。

■	

福
祉
課
長　

補
助
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
で
は
、
対
象
の
年
齢

も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
一
般
社
団

法
人
日
本
補
聴
器
工
業
会
の
難
聴

率
で
本
町
の
70
歳
以
上
の
難
聴
者

を
算
出
す
る
と
９
４
１
人
ほ
ど
と

な
る
。
中
長
期
的
な
財
源
確
保
も

課
題
と
考
え
る
。

■	

議
員　

と
う
け
い
な
が
よ
の

数
値
で
、
高
齢
者
の
人
数
な
ど
を

基
に
補
助
予
算
を
算
出
し
て
み

た
。
補
助
額
を
２
万
円
か
ら
３
万

円
と
し
て
導
入
当
初
は
６
０
０
万

円
か
ら
９
０
０
万
円
の
費
用
が
か

か
る
が
、
次
年
度
か
ら
は
１
０
０

人
に
対
し
補
助
す
る
と
２
０
０
万

円
か
ら
３
０
０
万
円
の
費
用
で
可

能
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■	

課
長　

費
用
額
を
算
出
し
た

が
、
今
後
の
振
興
実
施
計
画
に
載

せ
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
、
実
現
の

可
能
性
を
含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

■	

議
員　

コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
、

物
価
高
騰
に
よ
り
、
町
民
の
日
常

生
活
に
も
多
く
の
事
業
所
に
も
影

響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
間
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
な

ど
で
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
今
回
の
経
済
低
迷
は
さ
ら
な

る
支
援
が
必
要
と
思
う
。
新
た
な

支
援
策
の
考
え
は
無
い
の
か
。

■	

町
長　

燃
料
光
熱
費
高
騰

対
策
に
も
活
用
で
き
る
店
舗
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
、
飲
食
店
の
消
費

拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
、
農
業

分
野
に
は
肥
料
高
騰
対
策
経
費
を

今
定
例
会
に
上
程
し
て
い
る
。
ま

た
新
た
な
支
援
策
も
国
、
県
の
動

向
を
注
視
し
柔
軟
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

■	

議
員　
一
般
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
を
再
度
行
う
考
え
は

な
い
の
か
。

■	

建
設
産
業
部
長　

波
及
効
果

は
大
き
い
事
業
だ
が
、
県
や
他
市

町
の
状
況
な
ど
を
勘
案
し
検
討
し

た
い
。

■	

議
員　

高
齢
に
よ
る
難
聴
は
、

65
歳
以
上
で
１
５
０
０
万
人
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
加
齢
性
難
聴

は
、
日
常
生
活
を
不
便
に
す
る
だ

け
で
な
く
、
社
会
活
動
の
減
少
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
困
難
に

し
、
う
つ
病
や
認
知
症
の
危
険
因

子
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

加
齢
性
難
聴
が
起
き
て
も
、
補
聴

器
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
社
会
活

動
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
認

知
症
予
防
や
介
護
な
ど
の
医
療
費

抑
制
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

る
。
補
聴
器
は
高
額
で
、
全
国
で

は
補
聴
器
の
購
入
補
助
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。
本
町
で
も

補
聴
器
の
購
入
補
助
が
で
き
な
い

か
。

高齢者の補聴器購入補助を

さまざまな側面から研究したい
河
かわ

野
の

　龍
たつ

二
じ

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

答 問
コ
ロ
ナ
不
況 

物
価
高
騰

町
民
支
援
を

国 

県
な
ど
の
動
向
を

注
視
し
た
い

五島市で始まった	補聴器購入補助制度
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ハザードマップ情報は最新か

危険区域に変更なく最新である
西
にし

田
だ

　 健
たけし

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

て
い
る
。
現
在
、
県
指
定
の
区
域

が
変
更
さ
れ
て
い
な
い
の
で
最
新

の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

■	

議
員　

町
民
の
防
災
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
講
座
な

ど
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

■	

町
長　

こ
れ
ま
で
、
自
治
会

な
ど
が
主
催
す
る
防
災
訓
練
や

小
・
中
・
高
校
の
総
合
学
習
な
ど

で
実
施
し
て
き
た
。
３
年
度
は
、

子
ど
も
体
験
講
座
を
は
じ
め
、
町

職
員
に
よ
る
防
災
講
話
や
地
震
体

験
な
ど
を
行
い
、
そ
の
中
で
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
防
災

講
話
な
ど
を
実
施
し
、
町
民
の
防

■	

議
員　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

常
に
最
新
の
情
報
を
掲
載
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
現
在
の
危
険
区
域

の
状
況
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更

新
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を
尋
ね

る
。

■	

町
長　

現
在
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
令
和
３
年
３
月
に
作

成
し
全
世
帯
配
布
を
行
っ
て
お

り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
長
与

川
洪
水
浸
水
想
定
区
域
、
津
波
浸

水
想
定
区
域
、
指
定
避
難
所
、
福

祉
避
難
所
な
ど
の
情
報
を
掲
載

し
て
い
る
。
更
新
の
時
期
に
つ
い

て
は
特
段
の
規
定
は
な
い
が
、
県

が
指
定
し
て
い
る
土
砂
災
害
警
戒

区
域
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

に
、
随
時
更
新
を
す
る
こ
と
と
し

災
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
き

た
。
今
後
も
防
災
意
識
の
向
上
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

■	

議
員　

町
内
公
園
の
除
草
作

業
は
年
２
回
、
委
託
業
者
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
公
園
の
数

が
多
く
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
と

感
じ
て
い
る
。一
部
の
公
園
で
は
、

作
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
公
園
内
に
乗

り
入
れ
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
除

草
作
業
後
に
離
れ
た
場
所
に
あ
る

ト
ラ
ッ
ク
ま
で
運
搬
す
る
と
い
う

非
効
率
的
な
作
業
を
強
い
ら
れ
て

い
る
と
聞
い
た
。
ま
た
、
車
の
通

行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
作

業
用
ト
ラ
ッ
ク
を
歩
道
に
乗
り
上

げ
た
状
態
で
駐
車
し
て
い
た
ら
、

歩
行
者
か
ら
苦
情
が
あ
っ
た
そ
う

だ
。
町
と
し
て
も
、
除
草
作
業
を

委
託
業
者
へ
丸
投
げ
す
る
の
で
は

な
く
、
公
園
の
適
正
な
維
持
管
理

の
た
め
に
も
作
業
効
率
化
の
方
策

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
町

の
考
え
を
尋
ね
る
。

■	

町
長　

町
都
市
公
園
条
例
第

４
条
第
７
号
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
さ
れ
た
場
所
以
外
の
場
所
へ
、

許
可
な
く
車
を
乗
り
入
れ
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
規

定
は
、
作
業
車
の
乗
り
入
れ
を
禁

止
す
る
も
の
で
は
な
い
。
作
業
の

効
率
化
は
、
作
業
時
間
の
短
縮
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
に
よ
り
、
適
正
な

公
園
の
維
持
管
理
に
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
地
元
自

治
会
や
委
託
業
者
の
声
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
、
可
能
な
範
囲
で
対
応

し
て
い
き
た
い
。

防
災
意
識
の
向
上
を

答 問
公
園
の
除
草
作
業
の

効
率
化
の
方
策
は

可
能
な
範
囲
で
対
応

し
て
い
き
た
い

町防災ハザードマップ

除草作業効率化の検討を
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わ
れ
て
い
る
が
、
令
和
３
年
度
か

ら
県
や
農
協
を
中
心
に
国
の
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
の
開
発
・
実

証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
長
崎
せ
い
ひ
に
よ
る
移

動
販
売
が
行
わ
れ
て
い
る
。
運
行

地
域
は
３
カ
所
で
、
百
合
野
地
区

と
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
が
週
に
１

回
、
丸
田
谷
地
区
が
週
に
２
回
運

行
し
て
い
る
。

■	

議
員　

移
動
販
売
の
利
用
実

績
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

■	

町
長　

移
動
販
売
の
運
行
は

４
年
１
月
か
ら
開
始
し
て
お
り
、

当
初
１
日
の
平
均
利
用
者
数
は
百

合
野
地
区
18
人
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

地
区
22
人
だ
っ
た
が
、
４
月
に
は

30
人
を
超
え
、
売
上
額
も
２
倍
以

上
に
な
っ
て
い
る
。
丸
田
谷
地
区

は
８
月
か
ら
の
運
行
な
の
で
、
実

績
に
つ
い
て
は
今
後
共
有
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

■	

議
員　

移
動
販
売
の
範
囲
を

拡
大
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

■	

産
業
振
興
課
長　

他
の
事
業

者
と
の
兼
ね
合
い
、場
所
の
選
定
、

車
を
停
め
る
場
所
な
ど
の
課
題
が

あ
る
た
め
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

■	

議
員　

高
齢
者
が
集
う
場
所

に
買
い
物
の
サ
ー
ビ
ス
を
情
報
と

し
て
お
知
ら
せ
す
る
の
が
有
効
で

は
な
い
の
か
。

■	

福
祉
課
長　

チ
ラ
シ
な
ど
を

作
成
し
て
周
知
が
で
き
な
い
か
検

討
す
る
。

■	
議
員　

特
別
教
室
の
授
業
で

の
暑
さ
対
策
は
し
て
い
る
の
か
。

■	
教
育
長　

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
や
扇
風
機
な
ど
を
活
用
し
て

い
る
。
エ
ア
コ
ン
の
あ
る
普
通
教

室
で
実
施
で
き
る
授
業
は
普
通
教

室
で
実
施
し
て
い
る
。

■	

議
員　

近
隣
の
長
崎
市
や
時

津
町
の
特
別
教
室
の
エ
ア
コ
ン
設

置
状
況
、
今
後
の
計
画
は
わ
か
っ

て
い
る
の
か
。

■	

教
育
次
長　

図
書
室
、
パ
ソ

コ
ン
室
な
ど
を
含
む
特
別
教
室
の

エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
は
、
時
津
町

は
全
て
設
置
、
長
崎
市
、
諫
早
市
、

西
海
市
は
４
割
か
ら
５
割
程
度
で

あ
る
。
音
楽
室
は
本
町
だ
け
が
未

設
置
で
、
美
術
室
は
長
崎
市
が
中

学
校
の
み
設
置
、
他
は
未
設
置
で

あ
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
確
認
し

て
い
な
い
。

■	

議
員　

エ
ア
コ
ン
は
快
適
さ

を
求
め
る
も
の
か
ら
命
を
守
る
も

の
に
な
っ
て
い
る
。
特
別
教
室
の

エ
ア
コ
ン
設
置
の
導
入
は
ど
う

か
。

■	

教
育
長　

一
斉
設
置
と
ま
で

は
い
か
な
い
が
、
他
の
修
繕
、
更

新
、
改
修
と
の
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
学
校
の
要
望
も
勘
案
し
、
優

先
度
の
高
い
教
室
か
ら
順
次
設
置

に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■	

議
員　

高
齢
者
の
日
常
の
買

い
物
に
つ
い
て
、
苦
慮
し
て
い
る

と
い
う
声
は
届
い
て
い
な
い
の

か
。

■	

町
長　

町
第
３
次
地
域
福
祉

計
画
策
定
時
の
住
民
意
識
調
査
の

中
で
、
約
２
割
の
人
が
買
い
物
へ

行
く
の
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
と

回
答
し
て
い
る
。

■	
議
員　

移
動
販
売
が
導
入
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
ど
の
地
域

に
週
何
回
、運
行
し
て
い
る
の
か
。

■	

町
長　

民
間
事
業
者
に
よ
る

宅
配
サ
ー
ビ
ス
や
移
動
販
売
が
行

答 問
特
別
教
室
の

エ
ア
コ
ン
設
置
は

設
置
に
向
け
検
討

し
て
い
き
た
い

移動販売の範囲の拡大は

慎重に検討する
中
なか

村
むら

　美
み

穂
ほ

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

移動販売を利用する住民（百合野地区）
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長与町議会だより
　　　プレゼント付き読者アンケート

　「みんなの議会」をより分かりやすい議会だよりにするため、アンケート調査を実施し
ます。皆さまからいただいたご意見を今後の議会だよりづくりに生かしていきたいと思
いますので、ご協力をお願いします。
　アンケートに協力いただいた方の中から抽選で、ナガヨミックンのエコバッグを 15 人
にプレゼントします。なお、当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていた
だきます。

応募方法

締　　切

　左記のはがきに郵便番号、住所、氏名、電話番号と、
アンケートの回答を記入して送付してください。
　また、FAX、メールでの回答も可能です。その場
合は下記番号ならびにアドレスまで送付ください。

長与町議会事務局
FAX 番号 095-887-2144
メールアドレス　gikai@nagayo.jp

【個人情報の取り扱いについて】
　記入いただき
ました個人情報
は、プレゼント
の発送などの目
的以外には使用
いたしません。

令和４年 11 月 30 日（水）消印有効

No.183　ながよ町議会だより　2022 年（令和 4 年）9 月定例会19

Ｑ１　「みんなの議会」をどこで入手していますか。
１．自治会配布　　　２．役場・公共施設
３．町議会ホームページ　　　４．アプリ「マチイロ」
５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ２　これまでも読んだことがありますか。
１．初めて読んだ　　２．何度か読んだことがある
３．毎号読んでいる（　　　年前頃から）

Ｑ３　「みんなの議会」で関心のある記事は何ですか。（複数選択可）
１．表紙写真　　　　２．議案の内容
３．議案の賛否表　　４．一般質問
５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q ４　「みんなの議会」の全体的な印象はどうですか。
１．とても見やすい　２．まあまあ見やすい
３．普通　　　　　　４．やや見にくい
５．非常に見にくい
　　（特に気になる点 　　　　　　　　　　　　　）

Q ５　「みんなの議会」へのご意見をご自由にご記入ください。
　　　（例：○○の記事を載せてほしい　など）

切 り 取 り 線

切
り
取
り
線

議
会
広
報
広
聴

常
任
委
員
会

委 

員 

長

　八
木

　亮
三

副
委
員
長

　安
部

　
　都

委

　
　員

　松
林

　
　敏

　
　
　
　
　西
田

　
　健

　
　
　
　
　中
村

　美
穂

　
　
　
　
　内
村

　博
法

　
　
　
　
　安
藤

　克
彦

　
　
　
　
　竹
中

　
　悟

　
映
画
「
サ
バ
カ
ンSABAKAN

」

を
観
た
。
１
９
８
６
年
夏
、
少
年
た

ち
の
ひ
と
夏
の
冒
険
を
描
い
た
物
語

▼
町
内
各
地
で
撮
影
ロ
ケ
が
行
わ

れ
、
町
の
風
景
や
ス
ポ
ッ
ト
が
出
て

き
た
▼
少
年
が
、
さ
か
な
釣
り
を
し

て
い
る
舟
津
地
区
で
の
映
像
、
私
が

記
憶
す
る
約
40
年
前
の
情
景
と
全
く

違
和
感
が
な
く
、
懐
か
し
く
感
じ
ら

れ
た
▼
86
年
頃
の
長
与
町
は
、
宅
地

開
発
と
と
も
に
人
口
が
増
加
を
続
け

て
お
り
、
本
町
が
最
も
勢
い
が
あ
っ

た
頃
で
あ
っ
た
▼
映
画
の
な
か
で
、

少
年
た
ち
が
「
タ
ン
タ
ン
岩
」
か
ら
、

長
与
町
を
眼
下
に
眺
め
て
い
た
シ
ー

ン
。
私
は
、
も
う
50
年
以
上
眺
め
て

い
な
い
。

　
ヨ
シ
ッ
！
ま
ず
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
か
ら
、
は
じ
め
よ
う
！（

西
田
　
健
）

編
集
後
記
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長
与
町
議
会
だ
よ
り

令
和

4年
10月

発
行

■
発

行
／

長
崎

県
長

与
町

議
会

　
T

EL（
095）801-5700　

E-m
ail：gikai@

nagayo.jp　
発

行
責

任
者

／
議

長
 山

口
憲

一
郎

　
編

集
／

議
会

広
報

広
聴

常
任

委
員

会
　

印
刷

／
川

口
印

刷
株

式
会

社

この「ながよ町議会だより」は、環境に配慮し再生紙と揮発性有機化合物を
一切含まない NON-VOC ベジタブルインキで印刷されています。

183
N
o.

次の定例会は 開会の予定です。12月6日（火）

79,000円支出合計 （６件）
（令和４年7月１日～9月30日）

議長交際費 寸志・慶祝など ……………………… 20,000円（２件）
香典・生花スタンドなど …………… 44,000円（２件）
激励カンパ ………………………… 15,000円（２件）

撮影者：大嶽姫南さん
（県立大学シーボルト校写真サークル Sun-Films ぱしゃ。）

タイトル：自然の彩り

長与川で泳いでいた鯉の写真です。鯉や
鳥の彩りがとても綺麗で癒されます。

182号の表紙写真の撮影場所を「日当野尾公園」と表
記しておりましたが、正しくは「日当野公園」でした。お
詫びして訂正します。

表紙の写真

議会報告会をYouTubeで配信いたします。
感染予防のため対面式の報告会は実施しません。
公
開
日
時

11/28（月） 12：00 配信開始予定　※配信後もご覧いただけます

長与町議会 YouTube チャンネルにて

内
　容

　令和３年度の決算のポイントを中心に、各委員会の活動を報告します。また、事前にい
ただいたご意見・ご質問にも一部お答えさせていただく予定です。

※事前のご質問等は下記までお願いします。(令和４年10月31日〆切)

送
り
先

住所 ： 〒851－2185　長与町嬉里郷659－1　長与町議会事務局
メールアドレス ： gikai@nagayo.jp　FAX番号 ： 095－887－2144

お詫びと訂正

切 り 取 り 線

切
り
取
り
線

郵　便　は　が　き

８ ５ １ ２ １ ９ ０

議会事務局
「議会広報広聴常任委員会」行

長崎県西彼杵郡長与町
　　　　　嬉里郷 659 番地１

長与町役場４F

氏　　名

住　　所
〒　　　  －

電話番号

年　　齢

・10 代以下　  ・20 代　  ・30 代  　・40 代

・50 代　　　  ・60 代　  ・70 代以上

（あてはまるものを〇で囲んでください）

※　ご記入がない場合、応募が無効となることがあります。

料金受取人払郵便

西彼杵局
承　　認

65
差出有効期間
令和５年３月
31 日まで

切手を貼らずに
お出し下さい（ ）


